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１キログラム当たり8000ベクレルを超える放射性物質を
含む「指定廃棄物」の最終処分場の候補地として国から
指名された栃木県塩谷町。町民は、昭和60年に環境庁か
ら名水百選に認定された尚仁沢湧水などの水源を汚染す
るとして、強く反対している。

栃木県塩谷町の尚仁沢湧水

2014年７月27日、2013年度総会および総会記念講演会を行いました。総 会 特 集
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●総会記念講演１

発達障害のある子ども達の
健やかな成長を育む社会の役割

（独）国立精神・神経医療研究センター
精神保健研究所児童・思春期精神保健研究部

発達障害同士、発達障害と精神疾患は密接に
関連する
　自閉症スペクトラム症は、発症が最も早く、二歳
以降に診断が可能となる。うつ病や不安障害などの
精神疾患は、成人してから発症するが、はっきりと
診断されるまでに時間がかかる。このように二つの
症状は、一見すると別個のものにも見えるが、精神
疾患は発達障害との合併率が高いという特徴があ
る。しかし、合併した障害は見落とされがちであっ
た。
　自閉症は、乳児健診や母子検診などの機会を利用
して、早期診断や対応が可能である。そこで精神疾
患と自閉症を含む発達障害との合併率の高さを踏ま
えると、自閉症の診断を受けた場合には、成長に合
わせて、他の障害を合併している可能性も踏まえて、
対応していく必要がある。
　2013年、ＡＰＡが改定され、知的障害、コミュニ
ケーション障害、自閉スペクトラム症、ＡＤＨＤ、
限局的学習障害、運動障害などは全て「神経発達障
害群」に改名された。これらは、高頻度であらわれ
る合併症状に類似性があることや、ゲノムや環境、
気質に認められる発症リスクに関して共通点が多
い。発症リスクは、「なりやすさ」に関与する多様
な遺伝要因と環境要因が超密接に影響しあって高ま
る。

症状と適応
　治療にあたっては、「症状」と「適応」を区別し
た上で対応する必要がある。症状は、医療機関が対
応するものであるが、症状が改善しない場合であっ
ても、本人の能力に見合った適応によって改善する
例も少数であるが存在する。しかしながら、適応が
悪いケースの方が多いのが現状である。

発達障害、精神疾患の新しい理解を
　従来、これらの疾患は細かくカテゴライズされ、
解説書では、「ＡＤＨＤは……。ＡＳＤは……。」と
各症候群ごとに説明がなされていた。しかし、各症
状は段階的に発症するものであり、その分布は緩や
かな山状になっている。そのため、症状レベルの連
続性を意識しながら、症状を分類していく必要があ
る。
　自閉症は他の発達障害や精神疾患との合併率が高
いという特徴があるにもかかわらず、従来の自閉症
についての研究は、自閉症のみ発症している人を対
象に行われてきた。そのため、自閉症のみを発症し
ている人に対応するための情報はたまったものの、
実際の診断時には、このような人は少ないのが実情
である。

自閉症の基本的症状
　自閉症と診断されるには、次の１～３の全ての症
状が見られなければならない。
１　言語・非言語コミュニケーションがとりにくい
　　特に表情やジェスチャー、声の抑揚などを介し
　た非言語的なコミュニケーションを取ることがで
　きず、会話が一方的なこともある。
２　相互的な対人関係が苦手
　　年齢や能力にふさわしい持続的な対人関係を形

　神尾　陽子
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　成することが、同性相手であっても異性相手で　
　あっても苦手である。そもそも友人が欲しいとも
　思わないこともある。
３　興味や活動がステレオタイプで柔軟性に乏し　
　く、こだわりが強い
　典型的に自閉症と診断される人に加えて、アスペ
ルガー症候群と診断された人や、特定不能の広範性
発達障害とされた人の中にも、上記に挙げた自閉的
な症状のある人もいる。
　今までは、症状ごとに独立した診断名を設け、結
果として病名が細かく分類されてきたが、最近では、
複数の症状を統一した診断名を設け、症状の程度に
重点を置いた対応をするという方向へ変化しつつあ
る。

随伴症状への対応
　自閉症に伴って現れる症状としては、睡眠障害、
味覚、触覚、聴覚、嗅覚などの間隔刺激の反応に異
常が現れ、哺食や過剰に泣くというものがある。不
器用性や姿勢のバランスが悪いといった運動発達に
も異常が出ることがある。そして、これらの症状は、
自閉症患者と診断される人が有する社会性の問題が
現れるより早期（乳児期前半）に現れることが多い。
つまり、自閉症は脳の高次機能の問題、つまり社会
性の問題としてのみ現れるのではなく、他にも運動

機能や感覚機能にも問題が現れることがあるが、そ
の症状は今日までなかなか注目されてこなかった。
　自閉症と診断された人の大半は、乳幼児期の言語
や知能の発達に遅れが出ていなかった。そのため、
親が症状に気付き、相談、受診するまでに時間がか
かっていた。そのような子供は、小学校で、自閉症
と診断されることなく、しかし「何かが違う」と周
りから感じられつつも、周囲の人間から適切な対応
を受けることなく、中学校に進学し、やがて不登校
になる、というケースが多い。このようなケースを
減らすためにも、保育園や地域の人々による早期対
応が望まれる。
　医療の世界では、診断してから治療をするという
のが一般的であるが、自閉症の診断がなされるまで
には上記のとおり長い年月がかかる。そこで厚生労
働省では、遅い診断を待って対応していては患者
個々人の抱えるリスクがより深刻になるため、最終
的な診断がなされる前の段階であっても、上記のよ
うな随伴症状が現れた乳幼児に対しては、診断前支
援を実施している。どのような支援方法が良いのか
はまだわかっていないが、早期からの支援により、
発達の促進や二次障害の予防に役にたち、長期的に
は社会参加を改善することができる。また、本人及
び周囲の理解に役に立ち、家族の心理的負担が軽減
し精神的健康も向上すると考えられる。
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　自閉症的特性を持つ子供と、持たない子供の間に
はっきりした境界はなく、診断は恣意的になされる。
しかし診断の有無に関係なく、自閉症的特性の程度
はなめらかに連続する。そこで、症状を量的に図る
必要がある。

１歳６カ月で分かること
　ほとんどの自閉症スペクトラムでは、生後18カ月
で自閉症の早期兆候が認められるが、反対に言葉に
問題がない乳幼児は、この段階で見逃されてきた。
またこの時期に自閉症が疑われた乳幼児も、３歳か
ら通う保育園には情報が伝わらず、連携した対応が
難しいという実情がある。そこで、言葉に問題がな
い子どもに対しては、言語認知面や運動面も合わせ
た全般的発達スクリーニングの必要がある。
　この時期の社会性の芽生えを確認する方法として
は、「何かに興味を持った時、指をさしてそれを伝
えようとするか」（興味の指さし）や、「お母さんが
見ているモノを、お子さんも一緒に見ているか」（視
線の追従）という項目を母子健康手帳に加えること
が考えられる。子どもが大人との間で関心や気持ち
を重ね合わせ、シェアする力は、１歳までに著しく
発達するものである。この段階で乳幼児が自ら共感
を求めてこない場合は、後の言語の発達の遅れや社
会性の発達の遅れを予想できる。そのため、継続的
な支援に乗せることが大切である。
　平成24年春の母子健康手帳の改正により、１歳保
護者記載欄の項目に、「部屋の離れたところにある

おもちゃを指さすと、その方向をみますか（指さし
の追従）」が追加された。これを機に、１歳頃の共感・
共有能力の発現時期の重要性が広く認識され、日常
生活の中で活かされることに期待したい。

小学校にて
　自閉症的症状の子どもはスペクトラム的に分布し
ている。そのうち、情緒や行動の面に関して正常な
範囲に分布している子どもと、自閉症的症状が顕著
にみられる子どもとの間に分布する子どもへの対応
が必要である。これらの子どもは通常学級に在籍し
ていることが多いが、情緒や行動の問題併発リスク
が、自閉症的な特性の低い通常学級の子どもと比べ
て高いことに留意する必要がある。その上で、発達
障害ではないとしてもその可能性があるとして、学
校医等で対応していくべきである。
　
　発達障害のある人々のニーズは適切に把握されて
おらず、対応も不十分であるのが現状である。発達
の道筋は個人の特性と環境の影響によってさまざま
であり、良くも悪くもなるものである。しかし早期
からの発見・対応は、成人してからの社会参加に不
可欠である。そして支援は画一的なものではなく、
個別のニーズを把握した上で、継続的に行っていか
なければならない。そのためには、地域で支援を受
けられるための体制の再構築と専門性のある多職種
チームによるサービスの向上に努めなければならな
い。　　　　　　　　（報告：理事・荒谷　淑惠）
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発達障害の原因としての環境化学物質

環境脳神経科学情報センター代表
首都大学東京大学院人間健康科学研究科客員教授

発達障害児は増えている
　神尾先生には、大変分かりやすく自閉スペクトラ
ム症の話をしていただきました。先ほど、発達障害
の子どもが増えたかどうかという質問がありまし
た。神尾先生のご回答にあったように、自閉症の診
断基準自体がガラッと変わったこともありますし、
障害を持つ方が病院に来るかどうかという問題もあ
るので、疫学的に増えたかどうかを判断するのは非
常に難しいと思います。
　しかし、カリフォルニア州では、1990年から自閉
症を登録する制度があります。自閉症だと診断され
ると、州の保護が受けられるので、自閉症の可能性
があると思えば、親も躊躇なく子どもに診断を受け

させるそうです。アメリカでも診断基準が変わりま
したが、統計学的な処理をすると、診断基準の違い
による増加は40％と考えられるという論文が出てい
ます。ですから、残りの60％が他の病因ということ
になります。

発達障害児の増加要因は環境化学物質
　私のように基礎研究をやっていると、たとえば、
サリドマイドでも、バルプロ酸でも胎児のある時期
にばく露すると自閉症になることがありますし、農
薬でも、ＰＣＢばく露でも自閉症になるリスクが高
くなることがよく分かっていますから、そういった
化学物質にばく露された分だけ絶対増えているはず
だと思っています。疫学は結論が出にくい学問なの
で、おそらく増えたかどうかを判断するためのデー
タが整うまでに、10年か20年くらいかかるでしょう。
　少なくともカリフォルニアでは実数が増えてお
り、その原因として考えられるのは、環境化学物質
の人体汚染とか、低体重・仮死など出産時のトラブ
ルなどでしょう。発達障害の原因として環境化学物

農薬、PCBなど発達神経毒性をもつ化学物質　
放射線や突然変異をおこす化学物質をさけることによる予防

　黒田洋一郎

●総会記念講演２
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質が疑われたのは、遺伝が原因だとすると、数十年
で数千人の子どもに同じ遺伝子変異が起こるという
ことが、遺伝学の基本からは考えられないからです。
私はもともと遺伝学をやっていたので、これだけ自
閉症児が増えたということは、明らかに環境要因だ
と思います。環境の変化が原因だとすれば、予防や
治療による回復の可能性があるということです。
　特に、農薬の汚染は1950年頃から始まっていまし
た。農薬の安全性は一応チェックされることになっ
ていますが、子どもへの悪影響は全く調べられてい
ません。だから、私は研究費を得て、環境化学物質
が子どもの脳の発達にどんな影響を与えるのかとい
うことを研究しました。

発達障害児の増加要因は環境化学物質
　問題が大きいのは、何らかの理由で有害な化学物
質に高濃度に被ばくしている方たちです。ところが、
そういう高濃度に汚染をされた方が１％とか２％だ
と統計的には有意ではないと考えられます。たとえ
ば、ＰＣＢによる汚染濃度が高ければ、いろいろな
健康被害が起こっているはずですが、高濃度に汚染
された方の割合が少ないから注目されません。今年
７月初めに日本毒性学会での菅野純先生（国立医薬
品食品衛生研究所・毒性部部長）の講演で、非常に
面白いたとえがされていました。たくさんの方がい
るところに向けて矢を撃つと、大体誰かに当たりま
す。１本撃てば１人にあたり、２本撃ったら２人当
たります。矢を１本について１人が死ぬとしても、
統計的には有意ではないとされてしまいます。仮に、
矢を10本打って10人死んだとしても、１万人に10人
では、やはり疫学では有意な数字とは考えられませ
ん。このような構造のため、環境化学物質に汚染さ
れた人がいても、統計的に有意ではないとか、科学
的にデータが証明されていないという理由で、これ
までは無視されてきました。
　最近は、子どもの遺伝子に突然変異が起こると自
閉症になるというデータが蓄積されています。両親
の細胞の遺伝子は正常ですが、精子や卵子、受精卵
のＤＮＡに突然変異が起こり、自閉症になるという
例が増えています。両親の高齢化、とくに父親の高
齢化がリスクになっています。精子は卵子よりも
ずっと小さく、ＤＮＡの修復機構がまったく入って

いません。だから、高齢化で精原細胞に突然変異が
蓄積されると、突然変異を持った精子が多くなって
しまうのです。

環境化学物質と放射線の多重複合汚染
　遺伝毒性がある化学物質と放射線の多重複合汚染
が、発達障害ばかりでなく、これからの日本の社会
問題になると思います。特に内部被ばくによるベー
タ線で、ＤＮＡの病気になりやすい部位が傷つくと、
発ガンばかりでなく各種の病気にかかりやすくなり
影響が大きく出ます。福島第一原発からはセシウム
–137ばかりでなく、ベータ線を出すストロンチウム
–90が海中に広がっています。ストロンチウムはカ
ルシウムと似ていますので、植物プランクトンから
動物プランクトン、さらに魚介類と食物連鎖で濃縮
されたり、プランクトンの死骸が海底に落ちて、そ
れを食べる海底の魚介類が汚染されることから、大
変危険だと思います。福島第一原発の事故が自閉症
にも関連していることになるので、これから大変な
問題になると思います。化学物質の発達障害への影
響については、ここ数年のうちに論文が増えて、他
にもいろいろな化合物によって影響が起きている可
能性が分かってくると思います。
　　　　　　　　　　　　　（報告：広報委員会）
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１　政策提言および普及啓発事業
（１）ヨハネスブルクサミットの2020年目標達成の

ための化学物質管理を求める取り組み

　2020年目標を達成するためには、近年増加傾向に
ある子どもの発達障害等の原因のひとつとして懸念
されている環境中の化学物質に対して、有効な対策
を講じる必要があります。
　しかし、この問題については、「環境ホルモン問題」
同様、まだまだ科学的に未解明な部分が多く、なか
なか対策につながりにくいのが実情です。
　そこで、国民会議では、この問題について科学的
仮説を紹介し、日常生活における予防方法を提案す
るとともに、科学的証拠が不完全な状況においても、
予防原則に立った対策の実施を求めていく必要があ
ると考え、2013年度から３カ年計画での取り組みを
スタートさせました。
　今期はその１年目として、まず、この問題につい
ての啓発活動を行うとともに、各省庁の 2020年目
標の進捗状況を調査し、その結果を周知するという
活動を中心に行いました。
　まず、国内におけるこの分野の研究の第一人者で
ある黒田洋一郎氏、坂部貢氏のお話をうかがうのを
皮切りに、この分野の世界的権威であるフィリップ・
グランジャン博士やブルース・ランパール博士のお
話をうかがう講演会・国際セミナーを開催しました。
その結果、環境化学物質の中には、子どもの発達に
重大な影響を及ぼすことが明らかになったものもあ
ること、しかし、それらはまだまだ少数で、「氷山
の一角」という状況であること、このような化学物

質に対する規制はまだまだ不十分であることなどが
わかってきました。
　また、2020年目標の進捗状況について、各省庁の
取り組みのヒアリングを行いましたが、相変わらず
縦割りの取り組みばかりでした。例えば、以前から
私たちが指摘している「殺虫剤規制のすき間問題」
については、どの省庁にも、自らの所管であるとの
自覚が欠如していることがわかりました。このまま
では、問題や被害の発生が避けられないのではない
かとの強い懸念を禁じ得ません。
　そこで国民会議では、2020年目標やＳＡＩＣＭに
ついてわかりやすく紹介するとともに、「規制のす
き間」の問題点を指摘するパンフレット『子どもた
ちの未来を守るために～化学物質の2020年目標達成
に向けて～』を刊行しました。皆様に活用していた
だければ幸いです。

（２）農薬問題

　ネオニコチノイド系農薬問題については、ＥＵで
は２年間の暫定的使用禁止措置が始まりましたが、
日本では、使用を削減するどころか、クロチアニジ
ンについて残留基準値の大幅緩和案（例えば、ホ
ウレン草では現行の３ppmから40ppm に緩和）が
公表・パブコメに付されました。これに対しては、
1000通を超える多数の反対意見が寄せられました。
国民会議では、反農薬東京グループ、グリーンピー
ス・ジャパンなどとともに、厚労省交渉を行いまし
た。何しろ、緩和される基準値案では、ホウレン草
を40g 食べただけでＥＵの「急性参照用量」（急性

ＮＰＯ法人第５年（2013年）度事業報告と
2014年度の事業計画

事務局長・弁護士　中下　裕子

2013年度事業報告（2013年６月１日〜2014年５月31日）
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2014年度の事業計画（2014年６月１日〜2015年５月31日）

１　政策提言および普及啓発活動
（１）ヨハネスブルクサミットの2020年目標達成の

ための化学物質管理を求めるための取り組み

　今年度は３カ年計画の２年目です。幸い、地球環
境基金から助成金が得られましたので、「環境ホル
モン」問題に焦点を当てて、ＥＵでの規制の動向や
国内外の研究の最前線を紹介し、日本での対策につ
いての政策提言を取りまとめたいと考えています。
　また、このところ毎年開催している国際市民セミ
ナーを今年度も開催し、胎児の子宮内環境がその後

の発達に及ぼす影響や、ＥＵでの環境ホルモン規制
のホットな情報をお知らせします。
　現行のリスク評価・リスク管理に限界があること
はしばしば指摘されていますが、それに代わる新し
い規制等の手法は未だ開発されていないのが実情で
す。現行制度の問題点を明らかにするとともに、近
年研究が進んでいる化学物質の新たな毒性（低用量
化学物質による次世代影響）に対処するための手法
についても研究を進め、提言に取りまとめたいと考
えています。

中毒のおそれがある量）を超えてしまうのです。私
たちは、子どもの健康影響への強い懸念を表明し、
「国民の健康を守る立場にある厚労省としては、従
来のルールに沿うものであるとの理由だけで、安易
な緩和を認めるべきではない」として、基準値案撤
回を申入れました。
　このような市民・ＮＧＯの声に押されて、厚労省
は、ＡＤＩに加えて、「急性参照用量」を導入する
ことを決定しました。しかし、食品安全委員会では、
その「急性参照用量」について、ＦＡＯ／ＷＨＯ合
同農薬専門家会議（ＪＭＰＲ）が定めたＥＵの６倍
も緩い値を採用してしまったため、残念ながら基準
値案の見直しには至らない見通しです。一つ山を越
えても、また次の山が立ちはだかるという状況です
が、決して諦めることなく、粘り強く一つずつ山を
乗り越えていくことが求められていると思います。
　　
（３）「水銀条約」への取り組み

　周知の通り、2013年10月10日、「水銀に関する水
俣条約」が採択されました。国民会議では、水銀条
約の内容を少しでもよいものにするために、ケミ
ネットとして申入れ活動等を行ってきました。また、
条約締結に先立って、東京で、「水銀条約と日本の
課題」と題する緊急学習会を開催（ケミネットと共
催）し、条約内容を周知するとともに、低濃度水銀
ばく露の健康影響やこれからの日本の課題について
考察しました。

２　調査研究活動
　ＥＵ等の化学物質管理をめぐる動き（特に環境ホ
ルモン規制）については、例えば、ＥＵにおける「攻
防」の状況や、ネオニコチノイド系農薬の健康影響
についての欧州食品安全機関（ＥＦＳＡ）の勧告な
ど、情報を収集し、ニュースレターでお知らせしま
した。
　ネオニコチノイド系農薬の使用削減・代替化を実
践している各地での取り組み事例を調査・収集し、
随時、ニュースレターでお伝えしました。

３　普及啓発活動
　昨年度からの積み残し課題ですが、低線量放射線
被ばく問題についてのブックレット『安全なの？　
低線量被ばく―放射線の被ばくを避けるために』を
ようやく刊行することができました。低線量被ばく
についてはさまざまな考え方がありますが、その
エッセンスをできるだけわかりやすく解説していま
すので、ぜひご一読・ご紹介下さいますようお願い
申し上げます。
　既述のとおり、2020年目標に向けた諸課題をまと
めたブックレット『子どもたちの未来を守るために
―化学物質の2020年目標の達成に向けて―』を刊行
しました。
　年６回のニュースレターの発行、ホームページを
通じて、化学物質の次世代を含む子どもたちへの健
康影響に関する内外の最新の情報提供に努めまし
た。
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《2013年度の主な活動》
● 2013年
７月27日　年次総会
　記念講演会
　①�「自閉症・ＡＤＨＤなど発達障害の原因と有

機リン系、ネオニコチノイド系など農薬の危
険性」

　　講師：�黒田洋一郎氏（環境脳神経科学情報セ
ンター代表）

　②�「環境化学物質と個人の感受性～子どもを中
心として」

　　講師：坂部貢氏（東海大学医師）
８�月30日　ケミネット緊急学習会「水銀条約と日
本の課題」開催
　①「低濃度水銀ばく露の健康影響」
　　講師：頼藤貴志氏（岡山大学）
　②�「『水銀に関する水俣条約』に関する検討経緯

とその内容」
　　講師：金子元郎氏（環境省）
　③「ＮＧＯからみた水銀条約の課題」
　　講師：安間武氏（化学物質問題市民研究会）
　④�パネルディスカッション「水銀条約締結後の

日本の課題」
　　パ�ネリスト：頼藤貴志氏、安間武氏、早水輝

好氏（環境省）
　　コ�ーディネーター：中地重晴氏（有害物質削

減ネットワーク）
10月12日　講演会「環境と子どもの健康」開催
　　講師：�フィリップ・グランジャン博士（南デ

ンマーク大学・ハーバード大学）
10�月17日　2020年目標の進捗状況に関する省庁ヒ
アリング会開催（院内集会）

11月23日　国際市民セミナーＮＧＯ戦略会議開催
11�月24日　国際市民セミナー「子どもの発達への
影響と化学物質管理―カナダ・ＥＵからの報告」
開催

　①「環境有害物質からの小児の保護」
　　講師：�ブルース・ランパール博士（カナダ・

サイモンフレーザー大学）
　②「ＥＵ化学物質規制の最近の動向」
　　講師：�アンソフィエ・アンダーソン氏（Chem�

Sec）
　③「自閉症、ＡＤＨＤ、ＬＤ増加の原因について」
　　講師：�黒田洋一郎氏（環境脳神経科学情報セ

ンター）

● 2014年
１�月　国民会議ブックレット⑨『安全なの？　低
線量被ばく―放射線の被ばくを避けるために』
刊行
１�月31日　「化学物質と環境に関する政策対話」
に事務局長出席
２�月３日　クロチアニジン残留基準緩和問題で厚
労省に申入れ（ＮＧＯ共同行動）
２�月13日　2020年目標の進捗状況に関する省庁ヒ
アリング実施
２�月28日　「環境省エコチル調査企画評価委員会」
に事務局長出席
３�月３日　秋田県へ斑点米問題についての要請行
動（ＮＧＯ共同行動）
３�月　パンフレット『子どもたちの未来を守るた
めに～化学物質の２０２０年目標の達成に向け
て～』刊行

（２）ネオニコチノイド系農薬の使用中止を求める

活動

　引き続き、パンフレットの配布、学習会の開催、
他のＮＧＯとの連携など、ネオニコチノイド系農薬
の廃絶に向けた取り組みを行います。
　アジアでの脱ネオニコの取り組みについても情報
収集・発信につとめます。

２　調査研究活動
（１）2020年目標達成に向けた自治体での化学物質
管理の取り組みについてのヒアリング調査を実施し
ます。
（２）発達障害児の増加と農薬ばく露との間に何ら
かの相関があるのかどうかについて、調査研究に着
手してみたいと考えています。

３　普及啓発活動
（１）「環境ホルモン」を含めて次世代の発達・健康
に影響を及ぼすおそれのある化学物質について、研
究結果や含有製品情報をわかりやすく解説したブッ
クレットを刊行します。
（２）妊婦等を対象にした、「子宮内環境」の子ども
の発達・健康にとっての重要性をわかりやすく解説
したパンフレットを作成します。
（３）環境化学物質の次世代の子どもたちの発達に
及ぼす影響についての市民向け学習会を開催しま
す。
（４）最新の情報をわかりやすく年 6回発行のニュー
スレターで発信します。
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� � � 科　　　　　目	 金　　　　　額	 　（単位 : 円）
	
� Ⅰ、資産の部
� � 1. 流動資産
� � � 現金預金� 2,658,646
� � 　流　動　資　産　合　計� � 2,658,646

� � 2. 固定資産
� � 　（1）有形固定資産� 0
� � 　（2）無形固定資産� 0
� � 　（3）投資その他の資産� 0
� � 　固　定　資　産　合　計� � 0

� � 資　　産　　合　　計� � � 2,658,646

� Ⅱ、負債の部� � �
� � 1. 流動負債�
� � � 前受金� 377,139
� � � 預り金� 0
� � 　流　動　負　債　合　計� � 377,139

� � 2. 固定負債
� � 　固　定　負　債　合　計� � 0

� � 負　　債　　合　　計� � � 377,139

� Ⅲ、正味財産の部
� � 前期繰越正味財産� � 3,050,640
� � 当期正味財産増減額� � Δ769,133
� � � � �
� � 正味財産合計� � � 2,281,507

� 　負債および正味財産合計� � � 2,658,646

2013年度会計報告及びお礼とお願い
理事（会計担当）　菊地　美穂

2013年度　貸借対照表
2014年５月31日現在

　日頃からＮＰＯ法人ダイオキシ
ン・環境ホルモン対策国民会議の
活動にご参加・ご支援を賜りあり
がとうございます。
　５期目の決算及び次年度の予算
は右のとおり承認されましたので
ご報告いたします。
　2013年の活動も地球環境基金
等から助成金をいただいて実施い
たしました。今年度は助成金の額
をこえて、放射能問題等の多数の
学習会を実施したため、赤字にな
りました。
 2014年度も地球環境基金とプロ
ナトゥーラファンドから助成金を
いただくことは決まっています
が、もともと家賃、人件費、ブッ
クレットの作成費、ニュースレ
ターの発行費用等、助成でまかな
えない通常の経費は、会費・寄附
金収入によってまかなう必要があ
ります。正味財産は通常の経費の
１年分にも足りず、余裕のない状
態です。
　 一 般 会 費 の 回 収 率 が 今 期 は
66％でしたが、次年度は再請求
のご案内をするなどこまめに回収
をはかります。独立したお子様や
お知り合いなどのご了解を得て複
数口ご登録いただき、ご入金をいただければ、会員
数は倍増し、会費収入も確保でき、活動内容を広く知
らせる効果もありますので、合わせてご検討下さい。
　また、認定ＮＰＯ法人の認定を受けて寄付をして
いただきやすくすることも、これから中長期的視野
で検討してまいります。
　今後ともご支援よろしくお願いいたします。
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7,369,609
Δ769,133

Δ769,133
0

Δ769,133
3,050,640
2,281,507

科　　　　　目 　　　　金　　　　　額　　　（単位：円）
Ⅰ、経常収益
１．受取会費
　　受取会費
　　入会金
２．受取寄附金
　　受取寄附金
３．受取助成金等
　　受取補助金　（民間）
４.　事業収益
　　（１）化学物質問題に関する政策および立法提言事業収益
　　（２）化学物質問題に関する情報収集および情報提供収入
　　（３）化学物質問題に関する普及啓発活動事業収入
５.　その他収益
　　受取利息
経常収益計
Ⅱ、経常費用
１．事業費
　　（１）人件費
　　　　　給料手当
　　　　　人件費計
　　（２）その他経費
　　　　　旅費交通費
　　　　　通信運搬費
　　　　　会場費
　　　　　消耗品費
　　　　　講師料・通訳料
　　　　　印刷製本費
　　　　　雑費
　　　　　その他経費計
　　事業費計
２．管理費
　　（１）人件費
　　　　　給料手当
　　　　　人件費計
　　（２）その他経費
　　　　　会議費
　　　　　消耗品費
　　　　　水道光熱費
　　　　　通信運搬費
　　　　　地代家賃
　　　　　旅費交通費
　　　　　講師料・通訳料
　　　　　支払手数料
　　　　　ホームページ関連費用
　　　　　雑費
　　　　　その他経費計
　　　管理費計
　経常費用計
　　　当期経常増減額
Ⅲ、経常外収益
Ⅳ、経常外費用
　　　　税引前当期正味財産増減額
　　　　法人税、住民税及び事業税
　　　　当期正味財産増減額
　　　　前期繰越正味財産額
　　　　次期繰越正味財産額

1,190,800
21,000

229,000

4,404,740

114,000
0

640,741

195

720,000
720,000

1,296,870
86,938
342,735
229,826
894,276
2,125,994
5,984

4,982,623

480,000
480,000

15,791
65,658
58,798
107,878
360,000
156,540
150,000
124,795
120,000
27,526

1,186,986

1,211,800

229,000

4,404,740

754,741

195

5,702,623

1,666,986

0
0

6,600,476

2013年度　特定非営利活動に係る事業　活動計算書
2013年６月１日から2014年５月31日まで
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科　　　　　目 　　　　金　　　　　額　　　（単位：円）
Ⅰ、経常収益
１．受取会費
　　会員受取会費
　　会員入会金
２．受取寄附金
　　受取寄附金
３．受取助成金等
　　受取補助金　（民間）
４.　事業収益
　　（１）化学物質問題に関する政策および立法提言事業
　　（２）化学物質問題に関する情報収集および情報提供事業
　　（３）化学物質問題に関する普及啓発活動事業
５.　その他収益
　　受取利息
経常収益計
Ⅱ、経常費用
１．事業費
　　（１）人件費
　　　　　給料手当
　　　　　人件費計
　　（２）その他経費
　　　　　旅費交通費
　　　　　通信運搬費
　　　　　会場費
　　　　　消耗品費
　　　　　講師料 ･通訳料
　　　　　印刷製本費
　　　　　その他経費計
　　事業費計
２．管理費
　　（１）人件費
　　　　　給料手当
　　　　　人件費計
　　（２）その他経費
　　　　　会議費
　　　　　消耗品費
　　　　　水道光熱費
　　　　　通信運搬費
　　　　　地代家賃
　　　　　旅費交通費
　　　　　講師料 ･通訳料
　　　　　支払手数料
　　　　　ホームページ関連費用
　　　　　雑費
　　　　　その他経費計
　　　管理費計
　経常費用計
　　　当期経常増減額
Ⅲ、経常外収益
Ⅳ、経常外費用
　　　　税引前当期正味財産増減額
　　　　法人税、住民税及び事業税
　　　　当期正味財産増減額
　　　　前期繰越正味財産額

1,400,000
100,000

400,000

4,077,139

150,000
0

600,000

300

720,000
720,000

809,000
0

350,000
311,000
750,000
2,037,139
4,257,139

480,000
480,000

15,000
70,000
60,000
110,000
360,000
150,000
150,000
120,000
120,000
50,000

1,205,000

1,500,000

400,000

4,077,139

750,000

300

4,977,139

1,685,000

0
0

6,727,439

6,662,139
65,300

2014年度　特定非営利活動に係る事業　収支予算書
2014年６月１日から2015年５月31日まで

0

65,300
0

65,300
2,281,507
2,346,807
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PM2.5とナノ粒子
～次世代へのリスクを減らすために知っておきたいこと～

　梅澤　雅和 

　2014年６月24日、梅澤先生にＰＭ2.5とナノ粒子に
ついてご講演をいただいた。

１、ナノ粒子の特徴と健康影響の懸念
　ナノ粒子とは、ＰＭ2.5（直径2.5μm（マイクロメー
トル）以下の粒子）の中でもさらに小さい、直径
100nm（ナノメートル）以下の超微小粒子を言う
（100nmは2.5μmの25分の１）。
　ナノ粒子は新規の有用材料として期待されている
ため、生体影響をはじめとする安全性の評価が必要
とされている。現在、大気環境中のＰＭ2.5、特に
ナノ粒子、ならびに工業的に生産されるナノ粒子に
関して動植物やヒトに対するリスク研究の要請が強
い。
　製品に含まれるナノ粒子の例として、抗菌効果を
期待したナノ銀やナノ化された化粧品（健康な皮膚
は通過しないが、アレルギーや外傷がある場合は安
全性を保証できないので使わないよう注意書があ
る）などは身近である。カーボンナノチューブは、
電子部品や繊維などの工業材料としての応用が期待
される。
　ナノ粒子の特徴は、人の髪の毛の数十分の１の大
きさの微粒子の中でもさらに小さいことである。微
粒子は直径が小さいほど、同質量あたりの表面積や
個数が大きくなる。例えば、粒子の直径が10分の１
だと同質量での表面積は（径に反比例して）10倍、
個数は（径の３乗に反比例して）1000倍になる。こ
れらがナノ粒子の性質を考える上で重要な特徴であ
る。

　微粒子は、その表面が様々な反応の場になる。そ
のため、表面積を大きくすることで反応が桁違いに
促進されて有用性をもたらすが、同時に有害な生体
影響も増大させることが懸念されてきた。
　細胞に大量のナノ粒子を作用させると、酸化スト
レスが増大し、抗酸化的防御→炎症→細胞死を生じ
るという報告が数多い。
　魚（オオクチバス）で最初に脳への影響が認めら
れ、炭素ナノ粒子をマウスに投与した実験では、粒
子が小さいほど脳への影響が大きいという結果が出
ている。
　分子レベルではナノ粒子が表面上で生体高分子を
変性させ、例えば可溶性タンパク質の不溶化が生じ
る可能性が報告されている。
　ナノ粒子の微小さにより体内動態も独特で、気道
のより奥まで到達したり、肺以外の組織にも移行す
ることが知られている。10～100nm程度の粒子は腎
臓から排出されずに体内に留まりやすいことも指摘
されている。

２、大気中微小粒子ＰＭ2.5の疫学
　2013年初め、中国での大幅な濃度上昇が米国大使
館により指摘されて以来、国境を越えたＰＭ2.5の
拡散（越境汚染）が問題となっている。
　微粒子の健康影響が注目されるきっかけとして、
1950年代のロンドンスモッグ事件（大気汚染公害）
が挙げられる。この公害では、亜硫酸ガスと浮遊粉
じんが原因となり１万人以上が死亡したと言われて
いる。
　米国ＥＰＡによると、疫学調査の結果、ＰＭ2.5
の短期ばく露と呼吸器の有害症状、喘息発作、脳卒
中、心筋梗塞の頻度との間に、同じく長期ばく露と
死亡（特に心血管疾患）、気管支炎の発症率との間

東京理科大学戦略的環境次世代
健康科学研究基盤センター講師
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にそれぞれ正の相関のあることが報告されている。
　日本では、中国からの越境汚染に加えディーゼル
車の排ガス中のナノ粒子も大気汚染の原因になって
いる。マスク、空気清浄機もナノ粒子に対応した
フィルター性能が必要となってくるのではないだろ
うか。

３、ナノ粒子の次世代健康影響
　ディーゼル排ガスの妊娠期ばく露は、マウスの出
生仔の中枢神経系に影響を及ぼし、自発運動量低下
などがみられた。
　妊娠マウスにナノ粒子を投与すると、240nm以下
の粒子は胎盤を通過し、出生仔の脳の嗅球、大脳皮
質等から検出される。
　気管内投与、点鼻投与、皮下投与と方法を変え、
酸化チタン、酸化亜鉛、フラーレン、カーボンナノ
チューブなど素材を変えても、妊娠期ナノマテリア
ルばく露は仔の脳の病理所見・機能変化をはじめ、
脳、精巣、その他の組織（免疫系等）に影響が及ぶ
ことがわかっている。
　二酸化チタンナノ粒子の妊娠期投与による中枢神
経系への影響については、伝達物質・情動といった
高次機能に関わる遺伝子発現変動が、生後成長する
のに伴って現れてくることが分かっている。仔の肝
臓や腎臓への移行、蓄積も認められる。
　カーボンブラックナノ粒子を妊娠マウスに投与し
た研究の結果では、生まれて２～３カ月（ヒトの青
年期に相当）後の脳血管周囲マクロファージの細胞
数が顕著に減少することが分かっている。
　ただし、胎児に移行したナノ粒子が胎児の発達に
直接作用するのか、母体に生じた炎症や酸化ストレ
ス等の影響が、胎児の発達に間接的に影響するのか
は、まだ分かっていない。ナノ粒子による次世代影
響がどのようなメカニズムで起こるのかは、今後の
検証が待たれる課題である。

４、ＰＭ2.5データ・情報を読み取る場合の
注意点（ばく露評価に備えて）
　ＰＭ2.5の数値を解釈するにあたっては、
①一時点での値なのか、日平均値なのか、年平均値

なのか、に注意する。

　大気中のＰＭ2.5濃度は日内変動が大きい。風向

きによっても変化するし、交通量等の人為的要因で
日中に上昇する。ＰＭ2.5の環境基準は年平均値は
15㎍/㎥、日平均値は35㎍/㎥となっているが、例え
ばあるときに「45㎍/㎥」という濃度が測定された
としても、それがある１時間だけの平均として出た
のか、一日平均としてその濃度だったのかで全く意
味が違うのである。
　例えば、2008年の皇居前広場内周辺でのナノ粒子
数を１秒ごとに測定した結果を紹介する。まず、平
均は３万個／㎤ほどだが、幹線道路脇（歩道上）で
は３万個台の時もあれば一時的に14万個、16万個
に達するときもあるのに対し、その道路から200ｍ
も離れるとナノ粒子数はほぼずっと３万個台／㎤に
なっている。大気中の微小粒子濃度は、場所によっ
ては短時間で大きく変動するのである。なお、ナノ
粒子の個数濃度は千葉県野田市（郊外）では４千～
８千個で、１万を超えないことがほとんどである。
②基準値や他の時期の数値と比べてどのレベルか、

に注目する。

　健康影響の大きさを推測するためには、基準値と
の比較が不可欠であるし、高濃度が短期的か長期的
かも重要である。また、高濃度が何に由来したもの
かを調べるためには、「その地点での」粒子濃度の
経年変化を見ることも重要である。環境省・中央環
境審議会大気環境部会の報告を見ても分かるよう
に、大気環境中の粒子濃度にはもともと地域差があ
ることにも注意する必要があるのである。

５、ナノ粒子のリスク管理に向けて解決すべ
き課題
ハザード評価（物質固有性質としての有害性評価）

に関して

①有害性評価指標の確立

　様々な性質を持つナノ粒子ごとの安全性を低コス
トかつ網羅的に評価できる方法と評価指標の確立が
求められる。
②ナノ粒子の高感度かつ定量的な検出技術の確立

　生体試料中に分布した微小量のナノ粒子を定量的
に検出できる技術の改善・確立を要する。これが確
立されなくては、ナノ粒子の体内動態の評価も困難
である。高感度の電子顕微鏡では広範囲の観察は困
難で定量性を確保できず、ＩＣＰ－ＭＳではある元



15NEWS LETTER Vol.88

素がある組織中に何ｇあるかはわかるが詳細な分布
はわからない。
ばく露評価（ヒトへの実際の曝露量の推定）に関し

て

③曝露シナリオの区別を要する。

　医薬なのか化粧品なのか、環境放出は限定的なの
か、職業ばく露が問題なのか等、ナノ材料がどの用
途に応用され、どのようにヒトに触れるのかによっ
て、リスク評価も変わってくる。
　今後の研究課題としては、高感受性集団（子ども、
高齢者等）への影響、次世代影響、動物とヒトとの
種差、低用量での影響、化学組成・物性と生体影響
との相関性、「質量濃度」で十分か？　（表面積こそ
問題）、経皮毒性の問題等がある。
　環境放出される粒子も多様である。ＰＭ2.5につ
いては、成分を解析することで発生源が推定され
る。例えば硫酸イオンを含んだ粒子は固定発生源由
来であるが、すでに国内からの排出は少なく、中国

からの越境汚染の指標になる（ただし、東京湾沿岸
部など大きな工業地帯は今も硫酸イオンの発生減で
ある）。

６、リスク回避のためにできること
　ＰＭ2.5による健康影響を防ぐために今すぐでき
ることとしては、持病があったり体調の悪い人は外
出前にＰＭ2.5情報をチェックし、危険な外出を控
えることや、高フィルター性能のマスクや空気清浄
機を利用することが挙げられる。
　リスク管理のレベルでは、疫学研究できず行政レ
ベルでの規制が難しい中、企業においても法令遵守
に留まらない妊産婦等保護の工夫が期待される。さ
らに、妊産婦や子ども等、高感受性集団の生活環境
や、局所的な高濃度地点に対しては特に働きかけを
して、効果的なリスク回避を促すことが有効である
だろう。　　　　　　（報告：理事・菊地　美穂）
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07月27日　年次総会及び記念講演会
07月31日　次世代PT会議
08月25日　次世代PT会議
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黒田洋一郎先生のお話があり、また、黒田
先生ご夫妻共著の『発達障害の原因と発症
メカニズム』、水野玲子先生の絵入りのとて
もわかりやすいネオニコチノイドのご本な
どが販売されていました。
　文部科学省の発表でも、発達障害の子供
は６．３％（１７人にひとり）ということで
あり、胎児の頃からの母体への農薬などの
影響の可能性があり、ネオニコチノイドの
問題は、‘６４年の「沈黙の春」に続く大き
な問題であるにも関わらず、胎児や子ども
たちへの影響が調査されていないというお
話が印象的でした。
　そして、中下裕子事務局長の「この１６
年間に引き続いて、国民会議は情報発信を
し続けなければならない」という力強い挨
拶で総会は締めくくられました。
　星の王子様は言います。「肝心なことは、
目には見えないんだよ」「心で見なくちゃ」
都合の悪いことは隠され、時にはウソの情
報が流されている状況の中で、この国民会
議の役割は非常に大きいことを再確認！！

編集後記 広報委員長　佐和　洋亮

　　　　　通学の
　　　　　　子ら神隠し
　　　　　　　夏休み

　今年も酷暑の夏が巡ってきました。毎年
感じるこの暑さの体感も、生きていること
の証しだと思えば、不愉快さを超えてうれ
しくもあります。
　夏は死者を偲ぶ時。墓前では自分につな
がる祖先に想いを致すと共に、原爆忌や終
戦記念日では、６９年前に亡くなった大勢
の人たちのことを考えます。
　毎年同じことの繰り返しのようでもあり
ますが、時は一年ごとに過ぎていきます。
　この７月２７日、この国民会議の総会が
ありました。ちょうど１年前の総会記念特
集号の本紙８２号にも、今年の総会と同
じように立川涼代表が挨拶をされており、
１５年を経過しても有害化学物質の状況は
改善するどころか悪化の一途をたどってい
ると掲載されています。
　今年の総会でも、同じように立川代表が
挨拶をされ、記念講演として、神尾陽子先生、
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費及びカンパのお支払いには同封の振込用紙をお使いください。
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